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正しいスタート（マタイ16:16-17）
　
　今、世にいる多くの人は、その外見、うわべと関係なく、学歴の有無、財産の程度、能力があるかないかなどと一切関係なく、すべて疲れて重荷を負って人生を歩いています。彼らは、私たち信者の助けを必要としています。その疲れをいやし重荷を下ろしてあげることができるのが信者しかいないからです。しかし、残念ながらその当事者である信者の人々は、よくもつまずき倒れてしまいます。ちょっとしたことがあれば、何かが起きれば、何かが変わればその度につまずき倒れてしまいます。なぜそうなってしまうのでしょうか。世の光、世の塩と言われていて、助けを必要としている人々を実際に助けるために召されているクリスチャンなのに、なぜそういうことができないまま自分の中でつまずき倒れてしまうのでしょうか。つい能力がないから、努力が足りないからと思うのでしょうが、実はそうではありません。そのような考え方こそ宗教です。私たちは人助けができるような存在ではなかったのに、ただ一つイエス・キリストの血潮によって存在そのものがまるごと根っこから変えられてしまいました。それにもかかわらず考え方、見方が以前のままなのです。そこが実は理由であるし、一番のポイントであるということを覚えていただきたいと思います。
　今日、イエス様の前でペテロが主は生ける神の御子キリストですと告白したときに、イエス様はそのペテロに向かって「ペテロ、あなたは幸いです」と宣言されました。その時に、そのイエス様の言葉にふさわしい何かの条件を揃えていたのかというと全く真逆です。ペテロは無能な人間です。今、ペテロの社会的身分は一番、下っ端です。ペテロが置かれている状況などは、そのように言われるのに値するようなものではありません。何一つ褒められるような条件を持っていないのにもかかわらず、イエス様は「あなたは幸いです」と宣言していらっしゃいます。世の中では、そのような法則は存在しません。なぜでしょうか。理由は一つです。無能な人間、一番下っ端をくぐっていて、様々な問題を抱えて、ときには無視される立場の人間かもしれません。けれども、そういうことと一切関係なく一つだけ、キリストのゆえに、イエスがキリストですと信じる信仰のゆえにあなたは幸いですと言われるのです。これが恵みであり、天の御国の法則であり、この世には宇宙に存在しない原理です。クリスチャンは、このような神の愛、神様の法則によって救われて、存在そのものが幸いな者に作りかえられているのにもかかわらず、頭の中の考え方は以前のままです。そこを修正すればいいのです。つまり、信者というのはスタートが世の人とは最初からまったく違う存在です。それが信者です。未信者と比べたときに、人格的に優れているのが信者ではなくて、スタートが根本から違う存在を信者と言います。どのように違うのでしょうか。ぜひ皆さん、徹底的に心に覚えて刻み込んでいただきたいと思います。それが今も疲れて重荷を負っている世の中の多くの人、彼らが助けを求めて必要としているのですが、そういう人々を実際的に助けてあげることができる勝利の人生を歩くポイントになります。そこさえ修正すればいいです。
信者のスタートは何でしょうか。すでに、また永遠にすべての問題は終わった。それがスタートです。世の中にはそういうことはありません。問題があれば問題なのです。その問題の形が無くなるまでは問題が終わったと言わないし言えません。でも、残念ながらクリスチャンの方々もそうではないでしょうか。そうすると一生、問題に駆られて問題と格闘しながら人生を生きるしかありません。スタートそのものが間違っているからです。すでにすべての問題が終わった、また永遠にすべての問題は終わったがスタートです。何が問題なのでしょうか。問題の真実にしっかり目を留めないといけません。それが精神的な問題であれ、肉体的な病の問題であれ、家庭の様々な葛藤であれ、あるいは社会の問題、国の問題であれ、どんな問題でも問題の根っこの方に本当の真実はあります。それは神様から離れてしまった霊的な問題であり、悪魔のしわざであり、罪によるどうにもならないのろいの運命の力に捕らわれているのが本当の問題です。つまり、どんな形をした問題でも私たち人間の問題は、本質が分かってみれば解決不可能な問題です。最初から問題は解決不可能なものです。クリスチャンしか分かっていません。今現在、皆さんが問題だと思い悩んでいるそれも絶対解決不可能な絶望的な内容です。それを知らない限りはすべてが終わったをスタートにすることは難しいです。そうすると残念ながらクリスチャンでありながらも福音の中に召されているのにもかかわらず宗教人と全く同じレベルの人生を送るしかありません。宗教人という言葉は、一生問題を抱えて格闘しながら生きる者を指して言っている言葉です。でも、クリスチャンの私たちは、スタートが、始まりがもう終わりから始まります。だから、終わりの以下はありません。つまり、正確に申し上げるとクリスチャンの人生には問題など存在しません。これがスタートです。今も問題があるのに…。解決不可能な問題。だから、問題の解決はどこにあるのでしょうか。神様は最初からおっしゃいました。「あなたがたは自分の問題をどうにかしなさい。問題がいっぱいある。なんとかしなさい」と一度もおっしゃったことがありません。最初から、創世記3：15において、女の子孫が生まれて蛇の頭を踏み砕く。だから、キリストを送る。キリストしか問題の解決はありません。問題を解決しようと、問題がどうにかならないから悩んだりするのを止めなさい。キリストを送るから、キリストしかありません。これが問題の解決であり、そのキリストが世に来られました。本当にその問題を実際的に解決するために来られた方、その方がイエス様なのです。今日の聖書マタイ16：16はそのことを告白している場面です。主は、イエスは、生ける神の御子キリストです。イエス・キリストが問題の解決です。皆さんが抱えているすべての問題をイエス・キリストの方にすべてゆだね投げ出さなければいけません。そして、そのイエス・キリストは私たちには不可能な問題の解決のためにご自分で十字架にかけられてすべての問題を解決されました。ヨハネ19：30では、すべてを完了したと宣言されました。そこに問題の解決があります。しかもすべてを完了したと。それが問題の解決です。皆さん、自分自身を見ながら、身の回りを見ながら、人の期限などを伺いながら問題の解決を求めてはいけません。そこにはありません。イエス・キリストの十字架の上に私たちの問題の解決があります。そこでイエス様がおっしゃいました。すべてを完了したと。ですから、私たちの方からの問題解決は、ローマ1：17に書いてあるようにこれこそがキリスト教です。これこそが宇宙のすべての理論、イデオロギー、すべての宗教と線を引くすばらしい信仰告白です。義人は信仰によって生きる。キリストが問題の解決であり、イエスがそのキリストであり、十字架の上ですべての問題をすでに永遠に解決されたことを信じることが問題の解決です。まだ、問題のために悩んでいるでしょう。もちろん、キリスト教に入るようになったきっかけは、様々な問題があってその問題の解決を求めて入って来たかもしれません。いつまでもそのレベル、感覚にとどまっていてはいけません。もちろん願いどおりに解決になる場合もあるし、新しい問題が起きることもあります。しかし、それを通して問題の真実に目覚めて、答えはキリストであるということに気づいてもらうために許されているだけです。人間的に問題が右に転ぶか左に転ぶかなどはもうこれ以上テーマではありません。キリストを発見しキリストを握ったことで十分なのです。キリストこそが問題の解決です。ここがスタートです。そのイエス・キリストを信じるその時に、ローマ8：2に書いてあるように、死と罪の原理からすでに永遠に解放されることになります。もう二度と滅びることもないし、二度と問題などは私たちにはありません。

ですから、信者のスタートは、どんな問題があろうが過去の問題でも今現在、起きている問題でも、これからやってくる問題でも、その問題の前でスタートは問題ではないがスタートです。なぜでしょうか。問題はもう終わったからです。ここに同意しなければ、神様の恵みによって救われて神の子どもになって天国に行けるかもしれませんが、一生、問題に絡んで人生を生きるしかありません。そうするともう終わったらスタートなのに、スタートができません。そのスタートの次にあることを見ることないまま人生が終わってしまうのです。なんと残念でしょうか。心が不安でしょうか。精神的な様々な悩みがあるのでしょうか。頭の中でずっと問題だとかたくなになって問題意識をもっているからです。問題が問題でなければ、癌にかかった、病気になった、殴られた様々な問題は何でしょうか。それは問題ではないという信仰告白のために許される材料、つまり、キリストこそが問題の解決であり、キリストをもう一度改めて確認するための材料であり、問題がなければ何でしょうか。だから、問題ではなくて神様の良い計画があり、神様のよい御心なのです。それが何なのかを問いかけつつ探し求めるようになります。なぜなら、問題でないからここをスタートしない限りは、神の計画や神の御心などを問いかける余裕もありません。スタートラインにも立てません。そのスタートラインに永遠に立たないことを宗教と言います。宗教がゴールに求めているもの、ゴールにたどり着くことはできないでしょうが、それが私たちにはスタートなのです。これをなぜ譲ってしまうのでしょうか。なぜバカにしているのでしょうか。イエス・キリストが十字架で血を流されてすべてを完了したと宣言して、私たちはその上に立ってスタートさせるためにいのちを捨てられました。なぜそこに立たないのでしょうか。喜んで微笑みながらスタートラインに立ちましょう。どんな問題があろうがすでに永遠にすべての問題は終わったと、そこをスタートラインにしましょう。でも、問題があるのですが、キリストをこれから人生の主人として迎えて生きる方法を学ぶためです。今までは自分が主人でした。これが問題の本当の真実です。クリスチャンにとって。今申し上げました問題は問題ではないと、そのクリスチャンとしてのスタートをもう一回宣言するために許されているものであり、キリストを確認して神様の御心を探るために、キリストを主人として迎えるためにあるものだということを覚えていてかたくなに握って告白する時を祈りの時と言います。それが祈りです。だから、論理的にも考えてください。クリスチャンのほとんどの人が自分の信仰告白と実際は矛盾しています。すでに永遠に問題が終わったのであれば、皆さん、祈りは問題の解決のために使うものではありません。もう終わったのではないでしょうか。祈りを問題の解決のために用いるというのは、神社やお寺、ヒンズー教、イスラム教です。イエス・キリストは十字架で皆さんが解決を求めて、ときには断食をしながら「どうか神様」と求めているそれをすべて完了したと宣言していらっしゃるのです。これがスタートです。吟味してみていただきたいと思います。

皆さんがスタートをこのように変えないと、皆さんの子どもたち、次の世代は宗教を学ぶようになります。律法を学ぶようになるしかありません。世の流れにその間々流されるしかありません。何の違いも魅力もないから。ペテロは今、サンダルを履いてボロボロの服を着て、人格、性格もでたらめなのです。ひとつだけ「生ける神の御子キリストです」「あなたは幸いな者だ」。条件、状況と一切関係なく、スタートは幸いなのです。つまり、信者のスタートはすでに、しかも永遠に幸せ、幸いがスタートです。覚えていてください。こうなると幸せ、ああならないから不幸という次元から早く脱出してください。すでに永遠に幸せな者、幸いな者、そこがスタートです。つまり、クリスチャンのこれからの人生に吹こうというものは存在しません。不幸だと思うのは自分で勝手に勘違いしているだけであって、スタートを間違っているだけであって、スタートが幸せであれば幸せ以下は存在しません。意味が分かりますか。なぜそう言えるのでしょうか。何が本当の幸せなのでしょうか。何回も申し上げますが人間は、神のかたちに造られた霊的な存在であり、それゆえ人間の幸せの本質はインマヌエルです。天の御国、つまり、神がともにおられること、そこに幸せというものがあるのです。しかし、私たちは罪人です。だから、イエス・キリストが道となれました。幸せはそのキリスト、イエスと出会うこと、心が貧しくなりキリスト、イエスを求め、イエス・キリストと出会うこと、それが幸せです。ですから、先ほどから申し上げているように、でたらめな人間、何も評価できるようなものを持っていないペテロに向かって「あなたは幸いな者だ。条件、状況など一切関係なく、どんな条件、状況、どんな人間であろうが、どんな人格、性格であろうが関係なく、あなたは幸いな者である、それがスタートです。幸せの者です。無能なものが有能になるから幸せ。学歴のないものが学歴があるから幸せではなくて、キリストのゆえにあなたはもうすでに永遠に幸せな者です。
先週も申し上げましたように、世の中では幸せに対して勘違いしています。自分で幸せだと感じると幸せだと思う。これが一番多いです。特に日本の社会ではこれがメインです。幸せだと感じるとOK、病気でも自分では幸せだと感じればそれで結構だと言います。そんなことはありません。それにだまされないように。それは幸せではありません。神様がいらっしゃらなくて、キリストなしで自分で感じれば幸せというものはでたらめです。先週も申し上げましたように、絶望のどん底の中から這い上がって今は立派になり、障害者でも、癌にかかっているのにもかかわらず残りの生涯を立派に生きていると。立派であることと幸せとこんがらがってしまうのです。立派な人は多いです。でも、立派なことが幸せではありません。キリストのない立派がどうやって幸せになれるのでしょうか。皆勘違いしています。もう一つは、自分の願いがかなえられると幸せだと思います。それが幸せでしょうか。そのような幸せの感覚、概念というものがそうなっているので、それによっていつも幸せと不幸を行き来するのです。クリスチャンでも。だから、幸せがスタートなのに、スタートラインに立てません。そういうことと一切関係ありません。もちろん幸せを感じないといけないでしょうが、感じるから幸せではありません。温泉につかって極楽、極楽。そうすると幸せでしょうか。キリストがいらっしゃらないのに。生まれながら神の御怒りを受けるべき子らとしてのままの状態なのに、何がどこが幸せなのでしょうか。夫に愛され奥さんに愛され、子どもに尊敬されると幸せなのでしょうか。私は小さい頃、母親が亡くなり家庭環境がそんなに喜ばしくありませんでした。だから、自分では平和な家庭、暖かい家庭、家族団らんというのが幸せだと勘違いしていました。キリストのない家族団らんがどうやって幸せなのでしょうか。勘違いしないでください。そこを修正しない限りは、世の光としての人生の門が開かれません。願いが叶えば幸せでしょうか。だから、祈るでしょう。だから、一生懸命、信仰生活をまじめに頑張るでしょう。皆さんの願いをかなえるために。子どもが合格すること、旦那さんが昇進すること、家族が健康になることなどの立派な願いはたくさん持っていらっしゃって、それを叶えるために一生懸命なのでしょうか。それはもはやキリスト教ではありません。キリスト教は真実の真理が語られるときに離れていく人が多いのです。皆そのような願いを持ってやってきたので、全くそれに合わない話ばかりなので。キリスト教はそうではありません。死の影の谷を歩きながらもスタートは、「私に乏しいことはありません」がスタートなのです。刑務所の中にいながらも、「私は天にある霊的なすべての祝福をいただいて幸せなのだ」がスタートなのです。

そういう意味で、信者のスタートはすでに永遠に幸せな者がスタートであり、そうならば信者のこれからの仕事、勉強、努力、頑張りなどは、幸せになるために行うものではありません。でも、皆実はそのためにやっているのではないでしょうか。なぜ一生懸命頑張るのでしょうか。なぜ学校で徹夜しながら勉強をしているのでしょうか。勉強をするとより良い人間になり、社会的に認められてより良い就職先が決まるからでしょう。なぜそれを求めているのでしょうか。そうすると幸せになると思っているからでしょう。だから、クリスチャンとしての力を発揮することができないのです。皆さんが勉強をする理由、仕事をする理由、結婚する理由は、幸せになるためではありません。結婚をしなくてもキリストのゆえに幸せでなければいけないし、幸せがもうスタートなのですからまったく違うのではないでしょうか。なぜ子どもを一生懸命育てるのでしょうか。子どもの幸せのために、それが自分の幸せのために。スタートがもはや幸せではないでしょう。形を見ると一緒です。一緒に勉強をしているのですが、一緒に熱心に頑張って仕事をしているのですが、まったくな神が違います。なぜ一生懸命勉強をするのでしょうか。その一生懸命勉強をすると幸せになるだろうと思っている彼らに「そこには幸せはありませんよ」とお話ししてあげるために勉強するのです。なぜ仕事を頑張るのでしょうか。仕事を頑張ってお金を稼ぐと幸せになるためでしょうか。違います。お金を稼がなくても幸せなのです。すでに幸せです。ですから、お金を稼いで豊かになれば幸せだと勘違いしている人々に、その勘違いに気づいてもらうために私も仕事を頑張ってお金を稼ぐのです。違います。なぜスポーツをするのでしょうか。プロ野球選手になれば結構、貰うから、人気もあるから幸せになると思うでしょう。私はプロ野球選手になりたい。なぜでしょうか。その人気とお金には、趣味には幸せなどありません。幸せはキリストしかありません。そのことを教えてあげるために私もプロ野球選手として頑張るのです。次元がまったく違います。スタートがどこなのかによってまったく違います。レムナントの皆さん、これから勉強するときに、適当にしてもいけません。だから、理由もなくスタートラインに立っていないまま、言われたまま世の流れに乗って一生懸命勉強すればいいわけでもないのです。このようにお話しすると、勉強はそんなに頑張らなくてもいいのかと思うのですが、そういう話とは違います。幸せになるために勉強するのであればやらなくてもいいです。イエス・キリストを信じてください。信じているから、幸せだから勉強するのです。あまりにも幸せが何か分かっていない人々が世の中に多いので、彼らは勉強に夢中になっているからそこに本当の幸せがないのだと教えてあげるためには、私も勉強をしないといけないから勉強するだけなのです。すべてがそういう意味ではちりあくただと言えるものなのです。勘違いしないようにしましょう。例えば、この間、宣教大会に行った時に、私と同年代のある宣教師の方が、携帯を手に持ちながら「おい、携帯はどこ？携帯は？」と皆に聞いていたのです。「持っているじゃん！」「えー！」。やはり年だなという話になりました。クリスチャンも同じです。もう幸せを手に持っているのに、幸せ、幸せと探し、問題が終わったのに、問題、問題と言っている格好です。皆さんも子どもでも信徒の周りの人間でも、何でも真面目に何でも正しく生きようとすればよい人間という見方などをしないでください。だから、子どもが皆それに合わせるのです。イエス・キリストをしっかり信じる人が正しい人間です。正しくなるために頑張るということは、どれほど頑張れば正しくなるのでしょうか。どれほど真面目にすれば神様に認められるのでしょうか。永遠に不可能です。だから、キリストが十字架で死なれました。余計なことをしないでイエス・キリストを信じてください。義人は信仰によって生きます。クリスチャンはすでにしかも永遠に希望を抱いてスタートします。希望がスタートです。つまり、クリスチャンの人生には希望以下はありません。絶望とため息などは本当は存在しません。私たちがスタートラインに立たないからついつい悪魔にだまされるだけのものです。いつも自分が基準です。イエス・キリストが十字架につけられるときに、そして、私たちがそのイエス・キリストを受け入れたときに、希望そのものは釘づけにされました。もう動きません。ローマ8：22にあるように、死と罪の原理から解放されて、もう滅びること、絶望などは終わりました。釘を刺したのです。しかもあなたがたは神の神殿であることを分かっていないのか。神の御霊が宿る神殿になり、釘を刺したのです。変わりません。ですから、希望があるのです。その間々いつ死んでも天の御国国籍を持っているので天国に行けるように保障されていて、もう存在そのものが希望の塊であり希望なのです。個人的にもスタートが希望なのです。
それから、結論を知っていて人生を歩くようになるので、スタートが希望なのです。結論をわかっていらっしゃるのではないでしょうか。地の果てにまでイエスの証人となる。この福音がすべての民族に宣べ伝えられてから世の終わりの日が来る。そして、主の再臨、特に黙示録の内容などは、世界福音化という結論を明らかに示して釘を刺しています。個人を見たときにも希望であり、歴史を見たときにも希望なのです。世界福音化の神の契約の結論がもう決まっているわけですから、そういう意味でスタートは希望です。信者の始まりはいつもどんな状況においても、人間的には絶望的な状況、ため息を吐くような状況であってもそうではなくて、希望をもってスタートするのです。希望がスタートです。すべての状況において。その代表的なケースが初代教会です。植民地の支配、下っ端ばかり集まって迫害を受けている状況、貧しい人ばかり。どこに希望が持てるのでしょうか。それで彼らも聞いたのです。そこで一言で全部切ってしまいました。それはあなたがたは知らなくてもよい。そういうことによって希望が持てない人生はもう終わったのだ。その原理、その法則の人生はもう終わった。それはあなたがたは知らなくてもよい。Only聖霊が臨まれるとイエスの証人となります。あなたがたは希望の存在です。植民地の支配でも希望はある。病気の中にいても希望はあります。迫害を受けていても希望はあります。無学の人も希望はあります。障害者でも希望はあります。弱々しい人間でも希望はあります。Only聖霊が臨まれると。だから、希望がスタートです。これがスタートでないと、つい何かのせい、誰かのせいにしたり、言い訳ばかり言ったり、不平不満に走るしかありません。それは全部希望以下です。希望がスタートなのだから、希望以下はありません。もし私たちが希望以下のものと親しくしているときには、スタートラインを逃しているのだとすぐに気づけばいいのです。つまり、私は福音から離れている。私は昔に戻っている。私は宗教なのだなとすぐに悔い改めればいいのです。キリストがすべての問題を終わらせ、キリストこそが幸せであり、キリストこそが希望です。だから、私たちもそれがスタートです。そういう意味でパウロは、キリストの中にすべての知恵と知識の宝が全部あるのではなくて、隠されていると言いました。隠されているのです。
結論を言いましょう。もう一度改めて整理しますと、信者はスタートが違うものなのです。それを心にとめてください。ですから、スタートを個人、個人、それぞれのスタートを変えてください。変えなければなりません。それから、スタートが違うという意味は、先ほども申し上げましたように、今までは目標にしていて、世の中も目標にしているものが私たちにとって出発なのです。分かりますか。つまり、世の中の人々は、問題の解決のために人生を生きるのです。幸せになるために人生を生きるのです。願いを成就するために人生を生きるのです。野望と目標を達成するために人生を生きるのです。でも、スタートが違うというのは、私の生きる理由はもうそれがスタートですからゴールではありません。だから、生きる理由、テーマがすべて変わります。私が生きる理由は幸せになるためでもありません。問題を解決するためでもありません。なぜならもう終わったからです。もうすでに幸せなのですから。願いを成就させるためでもありません。だから、残るのは一つだけです。スタートを正しくするというのは、私たちの人生を生きる理由が一つに絞られるのです。神の国が臨まれること、そのために私は生きます。だから、信仰の宣言文に立つようになるでしょう。キリストだけが私たちの希望であり、イエス様がそのキリストであり、私はイエスの霊が宿っている神の子どもです。つまり、スタートがまったく違うものなのです。この世にはキリストの他には希望がありません。だから、私が存在する理由は、世にキリストを宣べ伝えて、神の国が臨まれることです。その人生を生きてもらうために、神様はみながたどり着くこともできないゴールを目指して頑張っているのですが、そのゴールを持って来てスタートラインに立たせたのです。別の言葉で言うと、今までは条件付きの人生でした。こうなれば幸せ、子どもがこうなれば、旦那さんがこうなれば、親がこうなれば、過去がこうだったのであれば、環境がこうなれば、社会がこうなれば希望があるだろう、幸せになるだろうという人生でした。その条件付きの人生はもう終わりです。無条件終わり、無条件幸せ、無条件希望なのです。条件は一つ、キリストにゆえに。それがキリストです。
 (祈り)

愛する天の父なる神様。今日もキリストの血によって買い取られた尊い神の子どもである兄弟姉妹が一つのところに集まり礼拝をささげて神のみことばを聞く幸いをありがとうございます。今まで私たちは当たり前に思っているそれが、実は間違いであったということを神のみことばを通してしっかりと悟らせてください。何よりスタートがどこなのかということをしっかりと個人、個人、問いかける１週間となり、そして、未信者と、また今までとは違うクリスチャンとしての正しいスタートの上に立つことができ、そこにある次のステップを見ることができるように。そして、ここ頃から主に感謝することができるようにひとりひとりを祝福してください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
1

